
ペロニスモのj楚史的背崇

谷弘

ベロン政樅が倒れて力・ら十年余りになるが，今なおペロニスタｉｔアルゼンチンHil内に隠然た

る敏治勢力を誇っている。ペロンスモはアルゼンチン脚代史の上に慎めて､t製近道錠を《,って

いるといえ上，。十M倍背Ii主として１９世紅末から１９４５４Iさく厄ンの拾Ld減での時Ⅲ｣のIWi史

を扱い，ベロニスモの背雛を探ろうとした。

１tずiiil史として１８１０年の独立から１８９０年注でのIIjlﾘ1を概観した。６０』ﾄﾞｲt力・ら８０

』Iﾆｲﾋにかけて政治的織一か逆成され、辿）I1IIjIlか完成したのであるか，維臓とirl:会の光1ｊ１ｉＩｔｌ９

１ｌｔ紀按半，すなわち，低ぽ政治的統一が｣立成された叶仰1にｊＬめられたとｊＩﾄることがで４る｡入

移災を王休とする人口の敵jlrルタト１１１|資本の等入による鉄Iijluiiiの光レミ，Ⅲl欧識IjiIとのF1【易の11Ａ

人;Z:と，こ`)i1細りjのアルゼンチンの経､ﾔｼﾞ&雌は狩るしい《,のがあった。才たこのよう左縫済充

僅に伴って社会的変町Ｉｉが逆イル，階駿分化が起こった。都I1jと地力のﾇj立か2iiれ，秘災とクリ

オリロの1奴合から中脳llf級とプロレクリフートか発生した。ニヒ地ft朕のエリートはＦＭ<家とな

い荊裕なオリガルキアを形成した。

ＮＩｊｗＰｎｔａの政治危椀はこのようなjWfと社会の避蚊力.らひ愈起さｊ{た。i(〔接にはIMlB(政

簸の失敗からフブレス・セルマンの政lflか倒れたのであるが０１８９２４１；にﾜﾉ111燗,幽民・中

鰯１１１級の党として急進市民党が生れたのは,この危機を政拙的に表Luする《>のてあった｡急進

党について１８，６年には仕会王鑓労鋤党（ILI;公党）が葹成された。『１１雛階級と労働老階級の

拾jiiを軸として民主主毅jUg肋か発腿し，１，１２年昔jul選挙と公Ｕｊ選挙を規定したサエンス・

ベニヤの選挙陵が成立した。この法律のIIill定によって芯.進党時代（１９１６～５０年）の郡が

ＤＩＩかれたといえよう。汁－次大戦綾の継続の鱗栄の(|'で急進党はベルソナリスクとアンティ・

ベルゾナリスタに分裂し，世界恐慌の彼をうけて５０年に１戸1ウリフ・ル将卯[のクーデターに.ヒレ

イリゴエン（汁２１Ul）政継かlfli蛾し，芯辿党時代はjil〔をIViじた。

１，５０年から４５年我てのＵｆＭは「恕名8鑓１０年」Ｄｅｃａ《ＩａＩｎＩ副ｍｅと１１γはｵLる゜

ウリプル将IILの思想は勝蒙的ファシズムと狢づけられる。彼は急.進党の復活を抑えるために政
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党規I1jI1合を公布し，アルゼンチン政党法の盤１，ｔをきづいた。プスト（ヨ２－５８），オルティ

ス（５８－４０）らの大続航は反個人折邨派の急進党&iであったが，保守派と妥協し，不jEと

腐敗を徽活海ﾋﾟｺｈｂＢ１５０ｎｋｓｔｅｎのい，ｉｍｂ，このⅡ判り1はペロンを受け入れる準備j’１であっ

た。こうして４ヨ年６月、－ソン将il[のクーデターに.ヒリペロン登蝿の花道が開かれたのであ

る、

緒iMiiとして報告渚はペロンスモの背蝿(としてつぎの４つを振摘した。①アルゼンチン｢上会の

二元Miと飲論的腐１１１，③息進党の'''1Ⅲ的ﾄﾞMflと逝椎的i世荊，(u)民主主従の不敵底一ペルソナ

リ式その玄１Ｍと１１;I蝿大衆の疎外，(j1lfil民意識の未成黙。
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